
⽤途地域の変更（⾕郷地区）
3・4・7号 ⾏⽥北⼝通荒⽊線が廃⽌されると、⼀部⽤途地域が変わります
都市計画法では、都市を住宅地、商業地、⼯業地などいくつかの種類に区分するため、「用
途地域」を定めています。用途地域ごとに建築できる建物の用途の制限や建て方のルールが
異なります。
用途地域の境界は、道路等の地形地物で定めることから、都市計画道路3・4・7号⾏⽥北⼝
通荒木線の一部を廃止すると、用途境界として定めていた基準線が消滅してしまうことから、
現在ある市道第5.3-242号線を新たな用途境界の基準線に変更します（赤線の地区）。

≪現⾏≫ ≪変更後≫

①
② ②②

③ ④

②

※参考資料2-１参照
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⾏⽥北⼝通荒⽊線が廃⽌されると、⾕郷地区の⼀部に北
側斜線の制限が加わります
低層の住居専用地域では、北側にある建築物の⽇照等を確保する必要があること
から、北側の道路側もしくは隣地側に面した建物部分の高さを制限しています。
用途地域の変更により、 赤線の地区内においては北側斜線の基準等に適合しない
既存不適格になる建物があります。ただちに違法というわけではありませんが、
建替え等を⾏う際には、法令に適合するよう建築しなければなりません。

30

北側斜線の制限

北側斜線の制限

≪住居地域≫ ≪低層住居地域≫
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⽤途地域の変更（⻑野地区）

31

⾏⽥北⼝通荒⽊線が廃⽌されると、⼀部⽤途地域が
変わります
⾏⽥北⼝通荒木線の一部を廃止すると、用途境界として定めていた基準線
が消滅してしまうことから、現在ある主要地方道佐野⾏⽥線を新たな用途
境界の基準線に変更します（赤線の地区）。

≪現⾏≫ ≪変更後≫※参考資料2-2参照

①

②
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⽤途地域の変更（桜町地区）
3・4・6号 昭和通線が廃⽌されると、⼀部⽤途地域
が変わります
都市計画道路3・4・6号昭和通線の一部を廃止すると、用途境界とし
て定めていた基準線が消滅してしまうことから、現在ある市道第5.3-
417号線を新たな用途境界の基準線に変更します（赤線の地区）。

≪現⾏≫ ≪変更後≫

①
②

※参考資料2-3参照
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